財務省・国税庁・内閣府　宛
《#STOPインボイス》多様な働き方とカルチャーを衰退させるインボイス制度に抗議します

「インボイス制度」と言われて、ピンとくる方はいますか……？
聞き馴染みの薄いそんな制度が、2023年10月から実施されようとしています。
ではこのインボイス制度とは一体なんなのでしょうか。
とても簡単に説明すると、インボイス制度とは「民間同士で消費税を押し付け合う制度」です。
特に「多様な働き方で小さな商売をする人」に大きな負担を強いるのが特徴です。
 
インボイス制度をのめば消費税の納税が発生する。
そんな負担には耐えられないと税務署への届け出を拒否すれば、仕事がなくなる。
このような、どちらに転んでも無傷ではいられない、苦役のような選択を迫るのがインボイス制度です。

発注元にとってみれば、これまで品質やオリジナリティ、人柄など、複合的な要素によって続いてきた個人事業主との関係性の中に、「インボイスが発行できるか／否か」という税制の線引きが加わります。
仕事を頼みたい、この人の作品が欲しいと思っても、相手が適格請求書を発行できない免税事業者だとわかれば、自分の会社が損をしなければいけなくなるので、取引を躊躇するのは当然です。
 
消費税は、赤字であっても、売上が少ない駆け出しの人も払わなくてはいけない過酷な税金です。
インボイス制度は、ビジネスの新規参入を阻み、市場を硬直化させ、多様な働き方を否定する税制です。
インボイス制度は、「老後2000万円貯めろ」と言いながら、退職金も休業・失業・産休手当もない、不安定な零細業者をねらいうちにする税制です。
インボイス制度は、まだ日本にはない新しい仕事の立ち上げやチャレンジをくじく税制です。
税制によって滅ぶもの、失われるものの価値を今一度、考えてください。
現場で働くフリーランス・個人事業主として、断固としてインボイス制度に抗議します。
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インボイス制度を考えるフリーランスの会
ホームページ　https://stopinvoice.org
